
LINEアカウント
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若者たちの「WEBからSNS」の流れ
に対応し、ユーザーのIDを管理して、
漢字検定の普及・受験を進める。

漢検テスト開発済
アカウント

試してください→

若者への漢字検定のさらなる普及へ
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インターネット利用時間（総務省、１０代）

メール ウェブ(アプリ・ＨＰ） ＳＮＳ

平成28年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査 P14
http://www.soumu.go.jp/main_content/000492876.pdf

ＳＮＳ 58.9分

メール 20.2分

ウェブ・ブラウザ 12.1分

（総務省）若者「HPからＳＮＳへ」の変化

HPからSNSへ



漢字検定協会ホームページのアクセス解析①

https://www.kanken.or.jp/

月間アクセス数 81万３700件、訪問者数は57万人
総アクセスのわりにリピーターが少ないため、登録させて再訪問を促す改善可能。
平均滞在時間 2分41秒 直帰率６０％



漢字検定協会ホームページのアクセス解析②

https://www.kanken.or.jp/

若者の「WEBからSNS」への進化が急速に進む中で、本来のターゲット層
よりは、上の世代が見ている。10代へのリーチ改善が効果的。
10代はWEBよりもSNSの利用時間が5倍長い。そのため、特に受験後にQR
コードを配って、受験者のSNSのIDを漢検協会に抱え込むことが重要。



SNSのユーザー比率 （総務省統計）

総務省 平成29年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査
報告書＜概要＞ P15 より引用
http://www.soumu.go.jp/main_content/000564529.pdf2.5%
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LINEは、ユーザーが多いだけでなく、変動リッチ、AI、申込システ
ムなどの様々なテクノロジーを活用できます。
「受験者の利便性向上」につながり、LINE- IDを漢検協会が確保す
ることで受験者の増加に役立ちます。
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若者への漢字検定のさらなる普及へ

LINEアカウント
（テスト開発済）

読み込んで
試してください→



機能１

漢字問題に
チャレンジ

※このコンテンツをふく
らませ、タグを埋めて、
級ごとの出し分けも可能。

77



機能２

受験レポート
合格体験記
満点合格証書
家族受験表彰制度

88



機能３

どれだけ知ってる
漢字のまめ知識

99



機能４

漢検の魅力
私の好きな
漢字と漢検

登録データの変更

1010



機能５

書籍販売

1111



機能６

・ネット申込
・漢検CBT
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機能７

その他のリンク
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属性（小中高大一般）ごとに
漢検協会の名簿に入り、属性別配信。
※ 級ごとの属性設定も可能
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登録した若者たちを、メールよりも使う
LINE‐ID名簿で管理、直接のやり取りも可能。
上の級を受験するように促す。
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活用方法

・テスト受験者に終了後にQRカードを配布。漢検が
個々のLINE‐IDとデータを獲得。
・学校で受けた生徒も含めて、リピーターになるよう
に情報配信。小学校、中学校、高校、大学・一般で
別々の内容を配信できるように設定してあります。
・現時点では、級を設定するタグはつけていませんが、
設定可能です。

・詳細

https://muraimuneaki.net/kanken/
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https://muraimuneaki.net/tgg-line/


拡散方法

①HP用に埋め込む友だち追加コード
<a href=“https://liny.link/r/1653499382-E1nYR7P8”><img 
src=“https://scdn.line-
apps.com/n/line_add_friends/btn/ja.png” alt=“友だち追
加” height=“72” border=“0”></a>

②TwitterやFBなどで拡散する時
http://bit.ly/36bGmHf
をリンク先にして、友だち登録するように呼びかけ
る。

・詳細

https://muraimuneaki.net/kanken/ 17

http://bit.ly/36bGmHf
https://muraimuneaki.net/tgg-line/


参考資料
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英検アカウント（千葉県）

千葉県教育委員会
学研プラス

LINE株式会社

英検問題２０００問を配信中。

読み込んで
試してください→
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携帯通話

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ＦＢ）

ネット電話（LINE電話等）

メール（電子メール）

固定通話

携帯通話 0.6分

SNS(LINE,FB) 54.0分

ネット電話 4.0分

メール 17.8分

総務省 平成29年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書＜概要＞ P10 より引用
http://www.soumu.go.jp/main_content/000564529.pdf

総務省 10代のコミュニケーション時間

固定通話 0.3分
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電話からSNSへ
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携帯通話

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、ＦＢ）

ネット電話（LINE電話等）

メール（電子メール）

固定通話

携帯通話 7.4分

SNS(LINE,FB) 61.4分

ネット電話 6.8分

メール 34.6分

総務省 平成29年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書＜概要＞ P10 より引用
http://www.soumu.go.jp/main_content/000564529.pdf

総務省 20代のコミュニケーション時間

固定通話 0.3分
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LINEのセキュリティ①

LINE株式会社及び主要子会社では、国際的に最も広く活用されている情報セキュリティマネジ
メントシステム（ISMS）の国際規格である、ISO27001認証を取得しています。JIS Q 2700
1（ISO/IEC 27001）は、組織が自社で保護すべき情報資産を洗い出し、各情報資産に対して
機密性（Confidentiality）、完全性（Integrity）、可用性（Availability）をバランスよく維
持し、改善していくことを可能にする仕組みを構築することを目的とした規格です。

また、LINEは個人情報関連サービスに関する内部統制の国際認証SOC（Service Organizatio
n Control）2、3（及びSysTrust）を世界で初めて同時に取得いたしました。SOC2、SOC3認
証は、顧客情報が第三者による不正アクセスから安全に保護されていることを証明するもので
あり、提供するサービスそのものの安全性だけでなく、運営する組織、管理システム、プロセ
スなど、総合的な内部統制について、ユーザーにサービスの信頼性を保証するものです。



23

LINEのセキュリティ②

LINEは、ユーザ間のトーク内容に対して、通信経路で暗号化が施されています。また、
ユーザ間トーク内容のうち、テキストメッセージ、位置情報、1対1のVoIPのメディアス
トリーム(音声とビデオ)は、LINE のLetter Sealing エンドツーエンド暗号化 (end-to-
end encryption, E2EE)を用いて暗号化されています。Letter Sealing は、第三者のみ
ならず当社のサーバー管理者であっても、通信上及びサーバー上でのメッセージ内容を
閲覧することは出来ないことを保証します。

暗号化通信とLetter Sealing は、標準的な暗号化アルゴリズムを採用しています。

また、LINEのユーザー情報のうち、当社の定める主要な個人情報（電話番号、メールア
ドレス、パスワード等）は全て暗号化の上保管され、その管理状況を定期的に点検して
います


